
＜チェックリスト＞
備考

☑ 正しい □ 誤っている  参考：研修資料その１ １６ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その１ １７ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その１ ２６ページ

☑ 正しい □ 誤っている  参考：研修資料その１ ２７ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その２ ３ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その２ ４ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その２ ８ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その２ ９ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その２ １１ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その２ １１ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その２ １３ページ

□ 正しい ☑ 誤っている  参考：研修資料その２ １３ページ

□ 正しい ☑ 誤っている
 参考：個人用防護服（ＰＰＥ）の着脱動画
    着衣手順 ガウン

□ 正しい ☑ 誤っている
 参考：個人用防護服（ＰＰＥ）の着脱動画
    着衣手順 防護具の外し方 講師の手本

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る動画理解度チェックシート【回答】

確認項目 チェック欄

１ 標準予防策の重要性【共通】

 感染者が認識される前に、施設内にウイルスが拡散する恐れがあるため、毎日の手指
衛生や環境消毒が必要であり、環境清掃・消毒を業務化する重要性を理解する。

 ①アルコール手指消毒は重要であり、置けないなら携帯すると良い。

 ②眼からは感染しないので、眼はガードする必要はない。

２ 組織的、かつ迅速な判断と行動が求められる【共通】

 初動対応のスピードは時間単位であるため、対応指針、初動対応のフローの準備や初
発（疑）患者の隔離ゾーニング案を事前に決めておく重要性を理解する。

 ①感染対策を十分に行っており、感染者（濃厚接触者）が発生する可能性は低いの
 で、フローチャートやマニュアルは作成する必要はない。

 ②初発（疑い）患者を隔離する場所は、スペースのゆとりやドア、トイレ、手洗い
 があることを考慮した方が良い。

３ ゾーニングの必要性【施設のみ回答】

 集団発生時は、個室隔離は困難となるため、感染者（濃厚接触者）を集団隔離する、
職員の導線を整理する、防護具の着脱を確実に行う重要性を理解する。

 ①清潔エリア（グリーン）と中間エリア（イエロー）は一緒にすることが可能である。

 ②防護具を着用したり、汚染した防護具を外すのはレッドゾーンである。

４ 事前の防護具の常備と教育【共通】

 多数の職員の感染に繋がる恐れがあるため、防護具を備蓄することや感染対策研修
（実技を含む）を企画・実施することの重要性を理解する。

 ①最低２日分の防護具を備蓄した方が良い。

 ②N95マスクを着用すれば、新型コロナウイルスは通さないので、装着のチェックは
 不要である。

５ 人材派遣体制の構築【共通】

 感染者（濃厚接触者）が発生した場合、出勤可能な職員数の激減に繋がる恐れがある
ため、感染した場合の職員の体制確保の重要性を理解する。

 ①感染者（濃厚接触者）が発生した後に、体制の確保は考えるので、事前の準備はい
 らない。

 ②毎日忙しく、既に職員数もギリギリの状況で行っているので、体制縮減は考える必
 要はない。

６ 感染時の委託業務の業者との協議【施設のみ回答】

 施設内で感染が発生した場合は、委託業者の撤退となる恐れがあるため、事前に委託
業務の業者と感染時の対応について協議する重要性を理解する。

 ①感染者（濃厚接触者）が発生した時でも、清掃やリネン回収の業者には通常どおり
 来てもらうので打ち合わせは必要ない。

 ②感染者（濃厚接触者）が発生した時は、職員が清掃するので感染時の対応は特に問
 題はない。

７ ＰＰＥの着脱手順について【共通】

 PPE（個人用防護具）の着脱手順について、各防護具の着脱の一連の流れや気をつけ
るべきポイントを理解する。

 ①ガウンを着衣した際は、襟はガウンの中に入れる必要はない。

 ②脱衣後の手指衛生は、手のひらと手の甲、親指の付け根を重点的に行えばアルコー
 ル消毒は万全である。


